


     

【
和
歌
の
浦
の
風
景
】 

  

前
号
同
様
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
の
絵
図
を

も
と
に
江
戸
末
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
景

観
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
奠
供
山
の
前
面
の
市
町
前
干
潟
を
中

心
と
し
た
和
歌
の
浦
の
景
観
の
変
化
を
紹
介
し

ま
す
。 

　
①
図
は
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
初
編
巻
之
二

に
掲
載
の
和
歌
の
浦
の
風
景
で
す
。
こ
の
図
は

９
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
妹
背
山
か
ら
遠
く
双
子

島
ま
で
を
連
続
し
て
描
い
た
も
の
の
一
部
で
す
。

絵
図
の
下
部
に
は
片
男
波
海
岸
に
あ
っ
た
東
照

宮
御
旅
所
を
中
心
と
す
る
松
原
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
「
御
手
洗
池
」
は
陸
地
と
片
男

波
海
岸
の
砂
州
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
入
江
の

最
奥
部
で
し
た
。
絵
図
で
は
入
江
と
「
御
手
洗

池
」
を
分
断
す
る
形
で
「
新
道
」
を
描
い
て
い

ま
す
。
高
橋
克
伸
氏
「
絵
画
に
見
る
近
世
和
歌

浦
の
景
観
変
遷
」
（
『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』

17
）
に
よ
る
と
「
新
道
」
は
「
寛
文
六
年
（
一

六
六
六
）
か
ら
頼
宣
死
去
の
年
で
あ
る
寛
文
一

一
年
（
一
六
七
一
）
の
間
に
造
ら
れ
」
た
も
の

で
、
現
在
の
明
光
通
り
商
店
街
の
延
長
線
上
の

道
路
で
す
。
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
初
編
は
、

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
刊
行
で
す
の
で
、

入
江
の
入
口
に
位
置
す
る
不
老
橋
は
描
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
前
出
の
東
照
宮
御
旅
所
は
嘉
永
四

年
（
一
八
五
一
）
に
絵
図
の
場
所
か
ら
南
東
に

約
四
〇
〇
㍍
の
位
置
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
新
し
い
御
旅
所
へ
の
裏
道
と
す
る
た
め
不 

                                   

老
橋
を
架
橋
、
そ
の
延
長
線
上
に
片
男
波 

海
岸
に
向
か
っ
て
一
本
の
堤
防
道
の
よ
う
な
通

路
が
築
か
れ
ま
し
た
。
（
②
図
参
照
） 

　
な
お
、
上
記
絵
図
に
は
「
輿
洗
岩
」
が
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
岩
を
基
礎
と
し
て
不
老

橋
が
築
か
れ
た
こ
と
が
高
橋
克
伸
氏
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
「
新
道
」
以
東
の
市
町
前
干
潟
に
つ

い
て
は
元
禄
以
降
た
び
た
び
塩
田
の
設
置
願
い

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
と
ご
と
く
許
可
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
例
外
と
し
て
宝
永
四
年
（
一

七
〇
七
）
十
月
の
津
波
に
よ
り
領
内
の
塩
田
が

被
害
を
受
け
、
塩
が
払
底
し
た
た
め
、
時
の
藩

主
吉
宗
の
命
に
よ
っ
て
一
時
的
に
塩
田
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
享
保
年
間
に

撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
許
可
が
下
り

る
の
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
こ
と
で
し

た
。
③
図
は
明
治
末
〜
大
正
初
期
に
か
け
て
鏡

山
の
中
腹
か
ら
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
現
市 

                

 

町
川
と
埋
め
立
て
前
の
干
潟
を
区
分
す
る
細
長

い
堤
防
が
あ
り
ま
す
が
、
②
図
に
あ
る
よ
う
に

不
老
橋
南
詰
か
ら
延
び
て
い
た
も
の
で
、
塩
田

の
名
残
で
す
。 

【
エ
レ
ベ
ー
タ
ー「
明
光
台
」の
設
置
と
撤
去
】 

　
④
図
は
望
海
楼
と
そ
の
敷
地
内
に
設
置
さ
れ

た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
す
。
引
き
潮
の
た
め
、
手

前
の
干
潟
が
見
え
て
い
ま
す
。
そ
の
背
後
の
仕

切
堤
防
に
は
水
門
が
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
海
水

が
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

客
寄
せ
の
目
的
で
望
海
楼
経
営
者
中
尾
文
吉
が

一
万
円
を
投
じ
て
建
設
、
明
治
四
三
年
（
一
九

一
〇
）
一
〇
月
に
開
業
し
ま
し
た
。
⑤
図
は
開

業
直
後
の
様
子
を
と
ら
え
た
も
の
で
、
開
業
を

祝
っ
て
ア
ー
チ
を
建
て
、
杉
の
葉
で
飾
り
立
て

て
い
ま
す
。
ア
ー
チ
本
体
と
「
明
光
台
」
の
看

板
に
は
電
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
開

業
当
初
は
⑥
図
の
写
真
の
よ
う
に
物
珍
し
さ 

文書館だより 

２ 

風
景
の
歴
史
⑧

風
景
の
歴
史
⑧ 

風
景
の
歴
史
⑧ 

紀
伊
国
名
所
図
会
等
に
み
る
今
昔 

―
風
景
の
移
り
変
わ
り
― 

②図　和歌山市立博物館蔵 
　　　「名草郡沿岸諸港見取図」に加筆したものです 

①図　『紀伊名所図会』（昭和45年　歴史図書社）より 
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も
あ
っ
て
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
開
業
翌

年
の
明
治
四
四
年
八
月
一
五
日
、
夏
目
漱
石
は

大
阪
朝
日
新
聞
社
の
依
頼
に
よ
り
、
当
時
公
園

前
に
あ
っ
た
県
会
議
事
堂
（
現
根
来
寺
一
乗
閣
）

で
「
現
代
日
本
の
開
化
」
と
題
す
る
講
演
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
日
に
和
歌
の
浦
を
遊

覧
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
後

に
「
行
人
」
の
中
で
「
こ
の
昇
降
機
は
普
通
の

よ
う
に
、
家
の
下
層
か
ら
上
層
に
通
じ
て
い
る

の
と
は
違
っ
て
、
地
面
か
ら
岩 

山
の
頂
ま
で
も
の
ず
き
な
人
間 

を
引
き
上
げ
る
仕
掛
け
で
あ
っ 

た
。
所
に
も
似
ず
無
風
流
な
装 

置
に
は
違
い
な
い
が
、
浅
草
に 

も
ま
だ
な
い
新
し
さ
が
、
き
の 

う
か
ら
自
分
の
注
意
を
ひ
い
て 

い
た
。
」
と
書
い
て
い
ま
す
。 

国
内
初
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、 

浅
草
「
凌
雲
閣
」
（
明
治
二
三 

                
年
）
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
警
視
庁

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
落
下
防
止
装
置
が
不
完
全

と
の
こ
と
で
翌
二
四
年
五
月
に
撤
去
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
日
本
銀
行
（
同
二
九
年
）
、
三
井

銀
行
（
同
三
六
年
）
に
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
屋
内
の
も
の
で
す
。
⑤
図
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
に
「
屋
外
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
嚆
矢
」
と

あ
る
よ
う
に
、
屋
外
設
備
と
し
て
は
日
本
初
に

な
る
の
で
し
ょ
う
。
開
業
当
初
は
好
評
だ
っ
た 

          

         

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
す
が
、
そ
の
人
気
も
長
続
き

は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
第
一
次
世
界
大
戦

中
に
鉄
材
が
高
騰
し
た
折
り
、
造
船
業
界
か
ら

の
引
き
合
い
が
あ
っ
て
、
大
正
五
年
（
一
九
一

六
）
二
月
に
解
体
・
売
却
さ
れ
ま
し
た
。 

【
漱
石
が
み
た
風
景
】 

  

⑦
図
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
降
り
口
か
ら
奠
供
山

に
渡
さ
れ
た
通
路
の
上
で
休
憩
す
る
人
々
で
す
。

背
後
に
は
紀
三
井
寺
を
望
み
、
奠
供
山
上
の
南 

                 

              

側
に
は
鉄
柵
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
写
真

に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
漱
石
の
日
記
に
は
「
岩

山
の
い
た
ゞ
き
に
茶
店
あ
り
猿
が
二
匹
ゐ
る
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
山
頂
の
石
碑
は
⑥
図
に
も

あ
る
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
建
立
の
「
望 

海
楼
遺
址
碑
」
で
す
。
元
は
奠
供
山
の
麓
に
あ

っ
た
も
の
で
す
が
、
い
つ
の
頃
か
塩
釜
神
社
の

鳥
居
の
西
隣
に
移
さ
れ
（
⑧
図
）
、
さ
ら
に
明

治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
明
治
天
皇
が
連
合

艦
隊
を
率
い
て
和
歌
浦
湾
に
碇
泊
さ
れ
た
際
、

艦
上
か
ら
見
え
る
よ
う
に
と
引
き
上
げ
ら
れ
た

も
の
で
す
。
奠
供
山
上
へ
は
玉
津
島
神
社
の
境

内
か
ら
の
登
り
口
が
あ
り
ま
す
。 

　
⑨
図
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
上
の
見
晴
台
か
ら
片

男
波
海
岸
を
望
ん
だ
光
景
で
す
。
右
手
の
曙
橋

か
ら
片
男
波
海
岸
に
至
る
道
路
の
右
側
の
湿
地

は
一
部
の
水
路
を
残
し
て
埋
め
立
て
が
進
ん
で

い
ま
す
。
「
新
道
」
の
東
側
の
こ
の
区
域
が
い

つ
頃
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
早
く
か
ら
埋
め
立
て
が
始
ま
っ
た

と
思
わ
れ
、
明
治
一
九
年
参
謀
本
部
陸
軍
部
測 

文書館だより 

３ 

 

③図　右の岩山は奠供山です 

⑧図　「和歌浦名勝拾貳景」より 

④図　右が望海楼本館、左が同別館です 

⑥図　見物客で賑う奠供山頂 ⑦図　名草山（紀三井寺）を背景に憩う人  々

⑤図　開業直後のエレベーター 

じ 

め
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あ
さ
く
さ 

ぶ 

ふ
う
り
ゅ
う 

い
わ 

や
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い
た
だ
き 



                                 

量
局
仮
製
地
図
で
も
大
部
分
が
陸
地
に
な
っ
て

い
ま
す
。
曙
橋
以
東
の
湿
地
に
は
長
方
形
に
葦

が
生
え
て
い
ま
す
が
、
塩
田
と
し
て
利
用
し
て

い
た
当
時
の
区
画
の
名
残
で
す
。
現
在
の
和
歌

浦
南
二
丁
目
〜
三
丁
目
に
か
け
て
の
光
景
で
す
。

片
男
波
海
岸
に
は
左
か
ら
「
片
男
波
館
」
「
ふ

じ
や
」
「
島
田
別
荘
」
の
各
旅
館
が
あ
っ
て
、

東
照
宮
元
御
旅
所
か
ら
続
く
松
原
も
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
松
林
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）

に
御
旅
所
の
附
近
を
聖
域
と
し
て
整
備
す
る
た

め
、
雲
蓋
院
が
所
領
の
村
か
ら
六
二
八
本
の
松

の
苗
木
を
取
り
寄
せ
、
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

漱
石
が
見
た
風
景
も
概
ね
こ
れ
に
近
い
も
の
だ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
の
ち
、
曙
橋
以
東

の
干
潟
は
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
埋
め

立
て
が
完
了
し
ま
す
が
、
現
在
の
よ
う
に
住
宅

が
建
ち
並
ぶ
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。 

【
片
男
波
海
岸
の
風
景
】 

  

『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
に
は
、
片
男
波
海
岸

を
詳
細
に
描
い
た
絵
図
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
⑪ 

                 

図
は
江
戸
期
の
光
景
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
砂
浜
に
引
き
揚
げ
ら
れ
た
漁
船
以

外
は
工
作
物
は
見
あ
た
ら
ず
、
旧
東
照
宮
御
旅 

所
か
ら
東
方
に
続
い
て
い
た
松
林
が
⑨
図
よ
り

も
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。
撮
影
年
代
を
確
定
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
護
岸
工
事
が
施
さ

れ
る
以
前
の
片
男
波
海
岸
の
原
風
景
を
捉
え
て

い
ま
す
。
後
に
「
片
男
波
館
」
が
建
設
さ
れ
る

場
所
の
後
方
に
は
砂
が
盛
り
上
が
り
、
小
山
の

よ
う
に
な
っ
て
木
が
生
え
て
い
る
の
が
確
認
で

き
ま
す
。
『
和
歌
の
浦 

歴
史
と
文
学
』
（
薗
田

香
融
監
修
、
藤
本
清
二
郎
・
村
瀬
憲
夫
編 

一
九

九
三
年 

和
泉
書
院
）
の
巻
末
年
表
に
よ
る
と
、

こ
の
砂
丘
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
九
月
の

台
風
で
片
男
波
堤
防
が
決
壊
し
た
と
き
に
消
滅

し
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
は
、
一
枚
一
枚
手
作

業
で
彩
色
を
施
し
た
も
の
で
、
写
真
と
い
う
よ

り
も
絵
画
に
近
い
趣
が
あ
り
ま
す
。
又
、
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
の
文
字
が
反
転
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
元
の
写
真
が
裏
焼
き
状
態
で
あ
っ
た
の 

               

                  

で
、
本
来
の
風
景
に
戻
す
た
め
、
画
像
を
反
転

さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
⑫
図
は
明
治
四
〇

年
代
の
撮
影
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
当
時
の
石

張
堤
防
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
写
真
で
す
。
砂

浜
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
木
杭
は
砂
の
流
出
防

止
の
た
め
の
乱
杭
で
す
。
片
男
波
堤
防
の
突
端

の
向
こ
う
に
低
く
横
た
わ
っ
て
い
る
の
が
毛
見

崎
で
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
は
藤
白
山
脈
を
望
み

ま
す
。
堤
防
の
背
後
の
建
物
は
、
手
前
か
ら
「
ふ

じ
や
」
「
片
男
波
館
」
で
す
。
最
後
の
現
在
の

写
真
⑬
図
は
、
⑨
図
を
参
考
に
し
て
、
「
ふ
じ

や
」
の
位
置
を
推
定
し
て
遠
景
の
山
々
と
の
位

置
関
係
か
ら
、
撮
影
位
置
を
決
め
ま
し
た
。 

（
溝
端
佳
則
） 

文書館だより 

４ 

⑨図　②図に描かれた地形とよく似ています ⑩図　章魚頭姿山と曙橋を目印に撮影しました 
た こ ず し やま 

⑬図　⑪図からは約100年経過しています 

⑪図　松林が多く残る片男波海岸 

⑫図　石張堤防の背後は越波排水路 
　　　のようになっています 



文書館だより 

５ 

馬場一博氏の講演 

笠原正夫氏の講演 

曽野洋氏の講演 

江利川春雄氏の講演 山田昇氏の講演 

小山譽城氏の講演 

  

　
文
書
館
だ
よ
り
17
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
今
年
度
の
歴
史
講
座
は
10
月
下
旬
か
ら

12
月
中
旬
に
か
け
て
６
回
の
講
座
が
、
き
の
く

に
志
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
和

歌
山
県
教
育
庁
の
教
育
史
編
纂
に
携
わ
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
講

演
さ
れ
ま
し
た
。（【
声
】
の
欄
は
講
演
後
、
参

加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
抜
粋
し

た
も
の
で
す
。
） 

★
第
１
回
　
10
月
30
日
（
日
） 

　
和
歌
山
県
教
育
庁
教
育
総
務
課
の
馬
場
一
博

氏
が
「
和
歌
山
に
お
け
る
初
等
教
育
の
は
じ
ま

り
と
展
開
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
小
学
校
数
の
推
移
や
就
学
率

の
向
上
、
学
校
教
育
の
普
及
・
充
実
な
ど
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
正
・
昭
和
初
期
の
県

内
の
学
校
や
授
業
風
景
も
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。 

【
声
】 

「
懐
か
し
い
郷
土
の
写
真
を
見
て
、
こ
の
よ
う

な
小
学
校
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
こ
と
を
呼
び 

起
こ
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」             

        

★
第
２
回
　
11
月
13
日
（
日
） 

　
和
歌
山
県
立
陵
雲
高
等
学
校
教
諭
の
小
山
譽

城
氏
が
「
紀
州
の
藩
学
と
庶
民
教
育
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
「
紀
州
藩
の
儒
学
」「
藩
の
教
育
施

設
」
や
「
寺
子
屋
で
の
教
育
」
等
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。 

【
声
】 

「
紀
州
藩
吉
宗
の
時
代
か
ら
十
四
代
ま
で
の
藩

学
に
つ
い
て
具
体
例
を
あ
げ
身
近
に
感
じ
ら
れ 

た
」
「
治
宝
公
の
業
績
が
よ
く
分
か
っ
た
」   

        
★
第
３
回
　
11
月
27
日
（
日
） 

　
鈴
鹿
国
際
大
学
非
常
勤
講
師
の
笠
原
正
夫
氏

が
「
学
徒
勤
労
動
員
と
戦
時
期
の
和
歌
山
の
学

校
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
当
時
の
県
内
旧
制
中
学
校
の
学
徒
動

員
の
状
況
や
津
本
陽
氏
が
書
か
れ
た
「
嵐
の
日 

々
」
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
ま
し
た
。 

【
声
】 

「
実
話
に
も
と
づ
い
て
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」「
伺
っ

て
い
て
胸
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
」       

         

★
第
４
回
　
12
月
３
日
（
土
） 

　
玉
川
大
学
教
育
学
部
助
教
授
・
慶
應
義
塾
大

学
客
員
研
究
員
の
曽
野
洋
氏
が
「
明
治
期
和
歌

山
の
中
等
教
育
の
魅
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
中
で
、
福
沢
諭
吉

と
和
歌
山
と
の
関
わ
り
や
百
年
前
の
或
る
中
学

校
長
の
魅
力
と
し
て
徳
義
中
学
校
の
岡
田
重
直

校
長
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
ま
し
た
。 

【
声
】 

「
徳
義
中
学
校
の
教
育
体
制
に
非
常
に
興
味
を

感
じ
ま
し
た
」「
岡
田
重
直
校
長
に
感
銘
し
ま

し
た
」                                 

          

★
第
５
回
　
12
月
10
日
（
土
） 

和
歌
山
大
学
教
授
の
江
利
川
春
雄
氏
が
「
紀
州

和
歌
山
の
英
語
教
育
史
を
掘
り
お
こ
す
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
中
で

は
、
慶
應
義
塾
の
英
学
と
紀
州
和
歌
山
と
の
つ

な
が
り
や
、
河
島
敬
蔵
や
吉
田
直
太
朗
な
ど
和

歌
山
の
英
学
者
や
英
語
教
育
者
の
業
績
に
つ
い

て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

【
声
】 

「
紀
州
和
歌
山
の
歴
史
の
深
さ
に
驚
き
、
も
う

一
度
英
語
に
ふ
れ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
」

「
和
歌
山
は
英
語
教
育
で
先
進
県
で
あ
っ
た
こ

と
を
は
じ
め
て
知
り
驚
き
ま
し
た
」 

         

★
第
６
回
　
12
月
17
日
（
土
） 

　
元
和
歌
山
大
学
教
授
・
奈
良
女
子
大
学
名
誉

教
授
の
山
田
昇
氏
が
「
和
歌
山
に
お
け
る
師
範

学
校
の
設
置
と
教
員
養
成
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
森
有
礼
初
代

文
部
大
臣
の
和
歌
山
来
県
の
様
子
や
明
治
〜
昭

和
に
か
け
て
の
師
範
学
校
や
教
員
養
成
の
状
況

な
ど
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

【
声
】 

「
今
回
の
歴
史
講
座
は
直
接
自
分
が
生
き
て
き

た
道
筋
に
関
係
し
た
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
改

め
て
考
え
る
機
会
、
振
り
返
る
機
会
と
な
り
充

実
感
が
あ
り
ま
し
た
」
「
先
人
達
が
後
世
の
た

め
に
苦
労
し
た
面
を
改
め
て
知
っ
た
」         

         

今
後
さ
ら
に
魅
力
あ
る
講
座
の
開
催
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
山
東
　
卓
） 

歴
　
史
　
講
　
座

歴
　
史
　
講
　
座 

歴
　
史
　
講
　
座 



   
１
　
は
じ
め
に 

　
当
館
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、

県
内
の
歴
史
資
料
等
の
所
在
情
報
を
把
握
す
る

事
を
目
的
と
し
て
「
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況

調
査
」
を
平
成
９
年
度
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
17
年
度
を
以
っ
て
全
県
下
の
調

査
が
完
了
し
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
で
、
次
の
２
点
の
こ
と
が
明
ら
か 

に
な
り
ま
し
た
。 

       

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
自
然
災
害
の
発
生
時

に
歴
史
資
料
等
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
普
段

か
ら
、
被
災
が
想
定
さ
れ
る
地
域
の
歴
史
資
料

等
の
所
在
情
報
と
人
材
の
所
在
情
報
を
関
連
さ

せ
、
万
一
の
被
災
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
対

策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
に
表
現
す
る
と
、
お
読
み
に
な
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
中
に
は
疑
問
を
持
た

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
最
優
先
さ
れ
る

の
は
、
も
ち
ろ
ん
生
命
の
確
保
で
あ
り
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
保
で
あ
り
ま
す
。 

　
歴
史
資
料
は
未
来
（
後
世
）
に
伝
え
る
べ
き

貴
重
な
情
報
で
す
の
で
、
生
命
の
確
保
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保
と
同
様
に
、
歴
史
資
料
の
保

全
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
次
の
①
〜
③

に
示
す
よ
う
な
機
能
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
普
段
か
ら
も
歴
史
資
料
の
保
全
対
策
を
検

討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

     

　
以
上
の
よ
う
な
目
的
か
ら
、
私
共
は
昨
年
の 

四
月
よ
り
自
然
災
害
に
お
け
る
歴
史
資
料
等
保

全
対
策
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
民
間

所
在
資
料
等
防
災
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進
め

て
い
ま
す
。 

２
　
シ
ス
テ
ム
の
概
要 

　
「
民
間
所
在
資
料
等
防
災
シ
ス
テ
ム
」
は
、

図
１
に
も
示
す
よ
う
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し
て

歴
史
資
料
の
所
在
地
を
地
図
上
で
把
握
し
た
り

自
然
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
域
の
歴
史

資
料
を
検
索
す
る
「
所
在
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
」

と
、
民
間
所
在
資
料
状
況
調
査
や
災
害
時
の
歴

史
資
料
等
の
避
難
を
検
討
す
る
「
人
的
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
や
歴
史
資
料
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
普
及
・
啓
発
や
人
材
育
成
等
を

目
的
と
し
た
「
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ス
テ
ム
の
相
互
の
関
係
は
図
１
に
示
す
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

３
　
具
体
的
な
構
築
作
業 

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
民
間
所
在
資
料
等
防
災 

シ
ス
テ
ム
は
３
つ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ 

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
「
所
在
情
報
検
索
シ 

ス
テ
ム
」
と
「
人
的
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
構
築
に
当
た
っ
て
は
館
長
以
下
数
名 

の
職
員
で
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
の
作
成
も
含
め
た
構
築
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。 

                   

【
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
と
用
い
る
デ
ー
タ
】 

　
前
述
で
も
示
し
ま
し
た
が
、
歴
史
資
料
の
所

在
地
を
地
図
上
で
把
握
す
る
た
め
、
「
所
在
情

報
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
）
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
作
業

を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
際
、
こ
の
検
索
シ
ス
テ

ム
が
持
つ
機
能
を
図
２
に
示
す
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
と
し
ま
し
た
。 

  

こ
れ
は
、
各
階
層
（
レ
イ
ヤ
ー
）
に
、
必
要

な
地
図
や
画
像
、
デ
ー
タ
な
ど
を
表
示
し
、
目

的
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
レ
イ
ヤ
ー
を
重

ね
て
表
示
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
階
層
は
大
き
く
分
け
て
次
の
３
つ
の
部
分
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

①
地
図 

　
・
国
土
地
理
院
が
発
行
し
て
い
る
数
値
地
図 

　
　
を
用
い
て
地
域
図
を
表
示
す
る
。 

②
先
行
デ
ー
タ 

　
・
県
庁
の
各
課
室
が
作
成
し
た
り
管
理
し
て 

　
　
い
る
、
防
災
に
関
連
し
た
デ
ー
タ
（
地
震 

　
　
発
生
時
の
津
波
の
浸
水
深
予
想
や
県
内
の 

　
　
断
層
、
地
す
べ
り
危
険
地
域
な
ど
）
を
活 

　
　
用
し
表
示
す
る
。 

③
独
自
レ
イ
ヤ
ー 

　
・
歴
史
資
料
の
所
在
地
の
表
示
や
検
索
を
行 

　
　
う
。 

　
・
自
然
災
害
等
の
被
災
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ 

　
　
レ
ー
シ
ョ
ン
を
表
示
す
る
。 

                 

４
　
所
在
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み
に
つ

　
い
て 

【
地
図
や
画
像
の
表
示
】 

文書館だより 
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図１　民間所在資料等防災システムの構成図 

図２　所在情報検索システムのイメージ 

「
自
然
災
害
に
お
け
る
歴
史
資
料
等
保
全

「
自
然
災
害
に
お
け
る
歴
史
資
料
等
保
全 

対
策
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発

対
策
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発 

「
自
然
災
害
に
お
け
る
歴
史
資
料
等
保
全 

対
策
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発 

①
歴
史
資
料
の
所
在
地
を
地
図
上
で
把
握
で
き
る
。 

②
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
発
生
が
予
想
さ 

　
れ
る
自
然
災
害
の
状
況
を
把
握
で
き
る
。 

③
自
然
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
域
の
歴
史 

　
資
料
が
検
索
で
き
る
。 

①
歴
史
資
料
等
が
県
内
各
地
の
千
ヶ
所
を
超 

　
え
る
と
こ
ろ
に
分
散
し
て
所
在
し
、
各
所 

　
在
箇
所
で
の
保
存
形
態
・
保
存
量
が
そ
れ 

　
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。 

②
歴
史
資
料
等
を
保
全
す
る
た
め
の
人
材
は 

　
県
内
各
地
に
分
散
し
て
い
て
、
人
数
が
限 

　
ら
れ
て
い
る
。 



①
県
内
各
市
町
村
の
地
図
を
画
面
に
表
示
し
、

必
要
に
応
じ
て
特
定
地
域
を
拡
大
表
示
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
に
は
国
土
地
理
院
の
数

値
地
図
（
空
間
デ
ー
タ
基
盤
）
を
利
用
し
て
い

ま
す
。 

②
防
災
に
関
す
る
先
行
デ
ー
タ
と
し
てjpg

画

像
や
シ
ェ
ー
プ
フ
ァ
イ
ル
を
必
要
に
応
じ
て
表

示
で
き
ま
す
。 

・
震
度
分
布
図
、
液
状
化
危
険
度
分
布
図
、
津

波
浸
水
深
分
布
図
県
下
各
沿
海
部
）
な
ど
の
地

図
画
像
（jpg

フ
ァ
イ
ル
）
を
レ
イ
ヤ
ー
上
に

表
示
さ
せ
ま
す
。 

・
断
層
、
急
傾
斜
危
険
地
域
、
指
定
文
化
財
な

ど
の
シ
ェ
ー
プ
フ
ァ
イ
ル
を
レ
イ
ヤ
ー
上
に
表

示
さ
せ
ま
す
。 

③
民
間
所
在
資
料
の
所
在
地
を
示
し
た
レ
イ
ヤ

ー
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

こ
の
②
、
③
に
つ
い
て
は
、
①
の
地
図
と
の
位

置
あ
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を

重
ね
合
わ
せ
て
表
示
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

              

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
単
独
で

表
示
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
図
３
・
図
４
は 

そ
の
表
示
例
で
す
。 

          

（
２
）
想
定
さ
れ
る
津
波
な
ど
自
然
災
害
等
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
表
示
す
る
た
め
の
レ

イ
ヤ
ー
に
津
波
等
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域

の
被
災
想
定
の
動
画
を
埋
め
込
ん
で
い
ま
す
。

図
５
で
表
示
し
て
い
る
レ
イ
ヤ
ー
は
、
図
４
で

表
示
さ
せ
て
い
る
画
面
の
上
に
新
た
な
レ
イ
ヤ

ー
を
作
成
し
、
そ
の
上
に
動
画
を
埋
め
込
ん
だ

も
の
で
す
。
画
面
中
の
写
真
を
表
示
し
た
画
面

右
上
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地 

            

域
に
お
け
る
津
波
来
襲
の
動
画
が
再
生
さ
れ
ま

す
。
こ
の
動
画
を
見
る
こ
と
に
よ
り
津
波
に
よ

る
被
害
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
防
災
に
対

す
る
意
識
付
け
が
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

（
３
）
民
間
所
在
資
料
の
所
在
地
や
内
容
の
表

示
と
条
件
に
よ
る
検
索 

　
民
間
所
在
資
料
の
所
在
地
を
検
索
す
る
レ
イ

ヤ
ー
で
は
次
の
①
〜
③
の
こ
と
が
行
え
る
よ
う 

に
し
て
い
ま
す
。 

①
県
内
各
市
町
村
の
民
間
所
在
資
料
の
所
在
地

を
レ
イ
ヤ
ー
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
地
図
上
に
重
ね

て
表
示
。
（
図
６
） 

②
各
市
町
村
内
の
民
間
所
在
資
料
を
一
覧
表
示 

し
、
個
々
の
内
容
も
表
示
。
（
図
７
） 

③
一
定
距
離
な
ど
条
件
に
よ
る
検
索
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
表
示
す
る
。
ま
た
、
個
々
の
内
容 

も
同
時
に
表
示
す
る
。
（
図
８
） 

　
こ
れ
に
よ
り
、
普
段
か
ら
民
間
所
在
の
歴
史

資
料
等
の
所
在
地
を
画
面
上
で
把
握
し
て
お
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
等
の
想 

定
地
図
を
重
ね
合
わ
せ
、
被
災
が
予
想
さ
れ
る 

地
域
を
一
定
距
離
の
円
で
検
索
す
る
こ
と
に
よ

り
、
該
当
の
歴
史
資
料
等
の
所
在
地
を
抽
出
す 

            

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
が
発
生 

す
る
以
前
か
ら
の
資
料
待
避
対
策
を
講
じ
る
こ

と
も
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

                          

５
　
お
わ
り
に 

  

私
共
が
構
築
を
進
め
て
い
る
民
間
所
在
資
料

等
防
災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
普
段
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
く
持

つ
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。 

（
山
東
　
卓
） 

文書館だより 

７ 

図３　和歌山市の地図に津波による浸水が 
　　　想定される地図画像を重ねて表示 

図５　シミュレーションを表示する 
　　　レイヤー 

図６　民間所在資料の所在地 
　　　を表示（図中の丸印） 

図８　一定距離による所在地の検索と 
　　　結果の表示 

図７　所在地の一覧表示と個別の表示 

図４　地震の震度予想を表す 
　　　地図画像に県内の断層 
　　　を重ねて表示 



      

　
和
歌
山
県
内
の
古
文
書
等
の
所
在
地
や
保
存

環
境
を
確
認
す
る
た
め
に
平
成
９
年
に
始
ま
っ

た
「
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
」
は
、
17

年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
本
調
査
に
関
す

る
最
後
の
研
修
会
が
17
年
11
月
25
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
会
は
二
部
構
成
で
、（
財
）元

興
寺
文
化
財
研
究
所
金
山
正
子
総
括
研
究
員
、

当
館
山
東
卓
主
任
、
和
歌
山
県
総
務
部
総
務
学

事
課
小
西
秀
彰
主
事
が
講
演
・
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
本
調
査
調
査
員
の
外
、
県
内
市
町
村
の

市
町
村
史
編
さ
ん
担
当
・
教
育
委
員
会
文
化
財

担
当
者
や
、
文
書
主
管
課
・
合
併
協
議
会
の
方
々

も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
Ⅰ
部
「
歴
史
資
料
の
保
存
対
策
に
つ
い
て
」

Ⅰ
―
①
金
山
正
子
氏
の
講
演
　 

｢

紙
資
料
の
保
存
―
対
象
を
理
解
し
て
取
り
扱   

　
う
術
―｣ 

　
紙
資
料
を
永
く
保
存
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
ず
、
和
紙
・
洋
紙
等
紙
自
体
や
、
墨
・
イ
ン

ク
等
の
素
材
と
性
質
を
知
り
、
次
に
光
・
熱
・

水
等
に
よ
る
影
響
や
生
物
被
害
等
、
紙
を
劣
化
・

破
壊
さ
せ
る
原
因
を
知
り
、
そ
の
上
で
そ
れ
ぞ

れ
の
保
存
場
所
や
予
算
に
応
じ
た
対
策
が
必
要

で
す
。 

　
金
山
氏
は
、
紙
や
イ
ン
ク
等
の
種
類
・
性
質

や
、
劣
化
・
破
壊
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る

の
か
を
詳
し
く
話
さ
れ
、
保
存
対
策
に
つ
い
て

具
体
的
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
素
材
に

共
通
し
た
理
想
的
な
保
存
条
件
は
な
く
、
素
材

や
保
存
場
所
に
よ
っ
て
、
よ
り
ベ
タ
ー
な
環
境

を
保
つ
こ
と
が
大
事
な
よ
う
で
す
。 

Ⅰ
―
②
当
館
山
東
卓
氏
の
報
告 

｢

民
間
所
在
資
料
等
防
災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て｣ 

　
（
本
紙
６
〜
７
頁
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
） 

           

第
Ⅱ
部
「
市
町
村
合
併
時
に
お
け
る
公
文
書
等

　
　
　
　
の
保
存
に
つ
い
て
」 

Ⅱ
小
西
秀
彰
氏
の
講
演 

　
「
和
歌
山
県
の
公
文
書
管
理
制
度
」 

　
公
文
書
の
適
切
な
管
理
の
例
と
し
て
、
県
の

公
文
書
管
理
制
度
を
担
当
が
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
小
西
氏
は
、
県
の
保
有
す
る
情
報
は
県
民
の

共
有
財
産
で
あ
り
、
県
民
の
知
る
権
利
を
守
り
、

行
政
が
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の
情
報
公
開

制
度
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
文
書
管

理
が
前
提
と
な
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度
と
公

文
書
管
理
制
度
は
「
車
の
両
輪
」
で
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
和
歌
山
県
庁
の
公
文
書

管
理
制
度
を
詳
し
く
説
明
し
、
今
後
の
課
題
と

し
て
、
県
職
員
の
意
識
向
上
に
よ
る
適
正
化
の

推
進
と
、
県
情
報
政
策
課
と
の
協
働
に
よ
る
電

子
県
庁
化
へ
の
取
り
組
み
を
挙
げ
ま
し
た
。 

（
藤
　
隆
宏
） 

    

○
　
閲
覧
室
受
付
に
あ
る
目
録
等
で
必
要
な
資

　
　
料
、
文
書
等
を
検
索
し
、
閲
覧
申
請
書
に

　
　
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
文
書
等
利
用
の
受
付
は
閉
館
30
分
前
ま
で

　
　
で
す
。 

○
　
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

　
　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
　
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認

　
　
申
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。 

  

　 火
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
曜
日
・
日
曜
日
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

５
月
５
日
・
11
月
３
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

   

○
　
月
曜
日
・
国
民
の
祝
日
（
５
月
５
日
・
11 

　
　
月
３
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
月

　
　
曜
日
に
あ
た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
） 

○
　
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
） 

○
　
館
内
整
理
日
（
毎
月
初
日
・
１
月
５
日
・

　
　
月
の
初
日
が
月
曜
日
の
と
き
は
翌
日
も
休

　
　
館
） 

○
　
特
別
整
理
期
間
（
毎
年
６
月
中
に
10
日
間
） 

    

    

　
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分 

　
JR
和
歌
山
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 

　
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 
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歌
山
イ
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王
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紀ノ川大橋 

　　　　　　● 
サンピア和歌山 

和歌山県立文書館 

至和歌浦 

車庫前 
バス停 

けやき大通り 

国
体
道
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高松 
バス停 
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JR
紀
勢
本
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JR
和
歌
山
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南
海
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歌
山
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中
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通
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国
道
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号
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◇

利
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◇ 
平
成
17
年
度
民
間
所
在
資
料
調
査
員
研
修
会 

「
紙
資
料
の
保
存
―
対
象
を
理
解
し
て
取
り
扱

「
紙
資
料
の
保
存
―
対
象
を
理
解
し
て
取
り
扱 

　
う
術
―
」

　
う
術
―
」 

「
民
間
所
在
資
料
等
防
災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

「
民
間
所
在
資
料
等
防
災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」 

「
和
歌
山
県
の
公
文
書
管
理
制
度
」

「
和
歌
山
県
の
公
文
書
管
理
制
度
」 

◇

交
通
の
ご
あ
ん
な
い

◇ 

◇

開

館

時

間

◇ 

◇

休

館

日

◇ 

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
18
号 

　
平
成
18
年
２
月
28
日
　
発
　
行 

　
編
集
・
発
行
　
和
歌
山
県
立
文
書
館 

　
〒
六
四
一
ー
〇
〇
五
一 

　
和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七
―
三
八 

　
　
　
　
　
　
　
き
の
く
に
志
学
館
内 

　
電
　
話
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
〇 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
三
―
四
三
六
―
九
五
四
一 

　
印
　
刷
　
有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所 

８ 

「
紙
資
料
の
保
存
―
対
象
を
理
解
し
て
取
り
扱 

　
う
術
―
」 

「
民
間
所
在
資
料
等
防
災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」 

「
和
歌
山
県
の
公
文
書
管
理
制
度
」 

金山氏の講演 
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